
あるが，一般に各単績とも低速微減における有効引張力は，粘

着引銀 1) または起草IJ引張力(蒸気機関車では γ リンダ引張力)で

表わされ lili速微減では特性引張力(蒸気機関車はポ イ ラ ヲ l'炭

力)により 表わされるものである。

図ーlは EF60 形 (MT 52 付)il直流電気機関車の24 ノッチ(全界

磁)の速度')I ';JU)1曲線の例で，この場合の引張力の関係をみると，

凶 1 ;創立 一 'JI 'Jlô;曲線
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速度1. 5 km/h 以下 起動引張力が最小

1. 5-37km/h 粘着引仮力が履小

37km/h 以上特性引強力が愚小

したがって，それぞれの速度範闘で最小となる引張力が有効引

張 j) となり， その似は起動時で 23 ， 200kg ， 速度の I~'J 1 こ ととも

に徐々 に小さくな っ て 37km/h で 20 ， 000kg ， さらに速度が高

くな り特性')11.長力の領域では急速に小さくな っ て SOkm/ h では

7 ， 300kg となる。

2 荷重曲線

荷重曲線は動力車別・列車種別にこ う 配量をパラ メ ターと

して ， その こ う配を運転するときの均衡速度 とけん引重量の関

凶ー2 (,:j lTi曲線
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係を図示したもので，けん引定数を決める場合の基礎資料とな

る。またこの図の中には必要に応じ速度と電流，馬力あるいは引

張力の関係などを並記している。けん引重量は次式で求められる。

W=  T-W， (γ， +r，) 
γ+η 

W; けん引重量( t ) 

T; 動力車引張力 (kg)

W ， ;動力車重量( t ) 

円;動力車走行主主抗または出発抵抗 (kg/ t )

ァ;客貨車走行抵抗または出発怒抗 (kg/t)

γ" こう配抵抗 (kg/t)

このうち T，九 γ は速度 v の関数であるから， W は速度の関

数 と なり，こう配をパラ メーターとして図示すれば荷量曲線が

得られる。図ー2 は EF60 形 (MT52 付)電気機関車が貨物列車

をけん引し， 24 ノ ッチ(全界磁)で運転する場合の荷重曲線の例

である。 この図から均衡速度・けん引重量・主電動機電流の関係

が一 目でわかる。 たとえば l ， OOOt けん引の場合 10偽上りこう

配での均衡速度は 40.5km/h，その時の電流は 405A である。

3 加速力曲線

加速力曲線は動力車別，けん引重量または編成別に平たん直

線路における列車重量ト γ当りの加速力と速度の関係を図示し

たもので，加速力は次の式により求める。

図 3 加速);iJli線

f-T-hWLTW 
一一W,+W 

f; 加速力 (kg/t)

T; 動力車引張力 (kg)

rj; 動力車走行抵抗または出発低抗 (kg/t)

h 客貨車走行抵抗または出発主主抗 (kg/t)

W，;動力車重量( t ) 

W; 客貨車重量( t ) 

こう配抵抗の単位は， ト ン当り加速力と同じように kg/t で

表わされ， i%oのこう配では i kg/t の抵抗となるから，こう配

におけるトン当り加速力は，加速力曲線の値からこう配の値を

差し号 I \，、たものになる。

図-3 は 153 系直流電車 (6M6T) の加速力曲線の例で，たと

えば 40% 弱め界磁使用で速度 80km/h のときの加速力は 16.7

kg/t であり，同じ速度で 10%0上りこう配における加速力は，

16. 7-10=6. 7kg/t となる。加速力 O ということは均衡速度を

意味するから， 10%0上りこう 配で 40%弱め界磁使用のときの均

衡速度は. 89.5krri/h で，そのときの主電動機電流は 250A で

あることがわかる。

4 プレーキ性能曲線

プレーキ性能曲線は列車種別，けん引重量または編成別に各

こう配におけるプレーキ初速度とプレーキ距離およびプレーキ
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